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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

※１吉田高校グラデュエーション・ポリシーを意
識し，生徒の主体性をさらに育成する授業を
実施する。

外部アンケート等

評価を適切に行い，生徒の自己効用感，自
己肯定感の高揚を図る。

外部アンケート等

授業と連動した課題を設定し，知識の活用・
定着を図る。

外部アンケート等

常に「分析し，思考し，創造し，発信する」機
会の提供を意識した指導を行う。

外部アンケート等

身の回りに存在する課題を発見し，他者との
関係の中で「傾聴し，想像を共有し，行動す
る」ことができる生徒像を意識した指導を行
う。

外部アンケート等

自分の言動に責任を持ち，自ら行動する態度
を養う。

外部アンケート等

周囲との関わりの中で，自己有用感を養う。 外部アンケート等

社会に関心を持ち，未来の社会について考え
る態度を養う。

外部アンケート等

※２ESDパスポートを活用し，ボランティア精神
を養う。

外部アンケート等

2

3 生徒の社会性を養う

生徒の主体性を高める

A

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

評価

年度末評価（２月６日現在）

１　生徒の知識活用能力を高める

２　生徒の主体性を高める

３　生徒の社会性を養う

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

1 生徒の知識活用能力を高める

自己評価結果

Yoshida PRIDE を持って未来を生き抜くことが出来る生徒を育成する 山梨県立吉田高等学校　校長　髙　保　裕　樹　

学校関係者評価

実施日　（令和２年２月１４日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

※１） 吉田高校グラデュエーション・ポリシー（吉高GP）　・・・　本校３年間を通して８つの力（自己肯定力・傾聴力・分析力・思考力・発信力・想像力・創造力・行動力）を身につけること。
※２） ＥＳDパスポート　・・・　ユネスコ協会ＥＳDパスポート

・地域の人々との関わりに対する意識の向上は，その目的や必要性
を具体的に生徒に伝えることで行動に繋げていけると思う。

・ボランティア活動への意識向上も，活動の必要性について納得させ
ることが重要かと考える。実際に参加した時の充実感や達成感を得
られる活動を，学校としても推奨できれば良いかと考える。

・ボランティアに関しては，貴校の結果は高校の平均的な数字よりも
高いのではないかと思う。しかし，さらに達成率を上げる努力は必要
である。

・教職員のほぼ全員が，良い授業をしようと心がけている様子が窺
えて，授業改善が図られている。引き続き取り組んでいただきたい。

・吉髙GPについて，生徒の９割程度が意識できているのは素晴らし
い。８つの力は，これからの社会を生き抜く上で大切な力である。取
り組みも３年目となり，評価も厳しめになってきている面もあるが，成
果は確実に表れている。引き続きご指導をお願いしたい。

・吉髙GPの中でも「発信力」は，さらに改善が必要かと思われる。日
常の授業において生徒が自分の考えを分かりやすく述べるという機
会を増やすことが必要である。

・自分の言動に責任をもっている生徒は９割程度であり，たいへん素
晴らしい。

・「言われてやる」のではなく「言われなくてもやる」という，アクティブ
な学究姿勢をもたせることに苦労しているようである。

・生徒一人ひとりにどれくらい寄り添って，それぞれの興味と関心や
問題意識を引き出すかが大切だと考える。

4

4

4

A

B

・生徒が主体的に学ぶ授業については，保護者も含
めて高い評価を得ている。

・生徒評価を適切に行っているかについては、教員
は８割超えという高い数字を示し，また９割強の教
員が，自身の授業を反省し，授業に反映させている
ようである。生徒の回答でも，授業を楽しいと感じて
いる生徒が多く，特に３年生では，２年時の同時期
と比べて１０％も高くなっている。

・保護者からみた子どもの自己肯定感をみても，８
割超えと非常に高い評価を得ている。生徒も全体的
には，自ら行動している生徒が多いが，中でも２年
生は主体的に取り組んでいると思われる。

・生徒の知識活用能力を高めることについては，
学年間で少しずつハードルを上げていく必要があ
る。

・授業改善については，主体的に学びに向かう姿
勢を身につけられるように課題等の在り方を見直
す。

・多くの教員が，授業改善に努めており，同時に
適切な評価を行っていると考えられるので，生徒
の授業や評価に対する満足度も高く，保護者から
みた子どもの自己肯定感も高い。次年度に向け
てもこの姿勢を失うことなく，授業の振り返りと適
切な評価を心がけていく必要があると思われる。

・学年差や個人差を少なくし，全体が自ら考え行
動できるように，教員側も授業等を通して考える
力をつけさせる工夫をする。

・生徒が主体的に学ぶ機会が，授業のみならず，学
校生活全般のあらゆる場面において実践できたよう
である。

・生徒アンケートの中の「授業で感じた疑問を自ら調
べる」と「身の周りに存在する課題に対して意欲的に
行動している」の両項目における評価が高く，生徒
の主体性が高まっていると評価できる。

・自らの言動に責任を持ち，行動するということに対
する評価が，いずれの学年においても高い達成率
を占めている。

・様々な機会を通じて，今後とも主体的に学ぼうと
する意識を高めていく指導を，全教員の共通理
解のもと実施していきたい。

・左の両項目に対して，達成できていない生徒へ
の指導が必要である。そのためには授業を改善
することで生徒の意識を変えていくことの工夫が
求められる。

・８つの力を通じて言動による結果が想像できる
ようになってきたので，継続させていきたい。

・「地域の人々との関わり」についての達成率が，い
ずれの学年も５割程度であり，やや低い数値に留
まったことから，この「社会性を養う」項目が十分に
達成されていないことがわかる。

・いずれの学年においても，ボランティア活動に関す
るアンケート項目に対する評価において，達成率が
一番低くなっている。

・「富士山学」において，地域との関わりをより重
視した授業プログラムを計画し，さらに学校行事
においても地域との関わりを意識できるような取
り組みが必要と思われる。

・「ボランティア精神」が，かなり崇高な理念として
捉えられているのではないかと推察できる。身近
な「何気ない活動」の一つひとつが，ボランティア
へと繋がっていくことを指導及び助言していけれ
ばよいと思われる。


